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論文内容要旨
 1.序論
 チゴユリ属植物(Z万砂。耀?πSalisb.)とユキザサ属植物(3伽1αo彪oDesf.)はアジ
 アと北アメリカおよび中央アメリカに隔離分布するユリ科の多年性草本植物である。これら両属
 の総合的な分類学的研究は従来迄行なわれておらず,したがってこれらに含まれる植物群の種間
 関係は不明のままとなっている。
 この論文の目的は,チゴユリ属の12種4変種と,ユキザサ属の21種i品種の現在知られている
 殆んどの各群の花粉形態学的研究を行い,さらにチゴユリ(0露ρ07躍3"2f'oo初%"zA.
 Gray),ユキザサ(S"zゴ106初σゴ砂。吻。θA.Gray),ヒロハユキザサ(S物毎。初σ
 鍔30齪3飴Franch.etSav.)の花粉形成過程に伴う微細構造の発生,発達過程を追求して
 それらの結果から,両属の属間,種間関係を検討し,分布型との関連を考察することにある。
 2.材料および方法
 野外採集品(邦産各群)と賠葉標本(外国産各群)を用いた。また花粉形成過程にみられる微
 細な構造の変化と成熟花粉の微細な諸形質を観察するためには光学顕微鏡,走査型電子顕微鏡,
 透過型電子顕微鏡を併用した。
 3.結果
 i)小胞子形成過程にみられる減数分裂は,連続分裂型(successivetype)であり,四分胞
 子は十字配列である。
 2)外膜の形成は,減数分裂後,力ロース壁に囲まれている段階で,四個の各小胞子の周辺部
 で開始する。即ち,それぞれの小胞子の原形質膜が波状し,わずかの繊維状の物質が原形質とカ
 ・コーース壁との間に沈着する。
 3)初めに,外膜構成要素のtectumに相当する部分に電子密度の高い物質が沈着する(pro-
 tectum)。さらに柱状のco]umeHaeに相当する部分で同質の物質が沈着する(probacuia)。
 4)将来開口部となる部域は遠心極面に形成されるが,そこにはprotectumとprobacula
 が発達しない。
 5)footlayerは・力ロース壁解離前後にラメラ構造の集積によって形成される。その集
 積はprobaculaの基部に近い方から進展する。
 6)力ロース壁解離後,小胞子の容積の増大と外膜の成長に伴って外膜の表面模様が順次変化
 する。S吻loof耀"30醐3f3Franch.etSav.の花粉粒の外膜のsupratecta1な疵状
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 突起は,tectumの局部的増大によって球状に形成される。
 7)タペート細胞は分泌型(secretorytype)であり,漸移的に崩壊し,その表面に
 orbicularbodiesを形成する。
 8)チゴユリ属植物の花粉粒は廻転楕円体で,単溝粒型花粉と二孔粒型花粉とがある。単溝粒
 型花粉には開口部に紡錘形の外膜構成物質が分布する型と分布しない型がある。これらの特徴か
 ら,チゴユリ属を3群に類別出来る、
 9)チゴユリ属植物の花粉粒の外膜表面は,多数の種で微細な網目模様であるが,まれに小乱
 紋がある。微細な網目模様は単一なmuriで構成されているものと,それらが複合したmuriで
 構成されているものとがある。ただし,この構成単位の形状,大きさには移行形があり,全体的
 には連続変異なので外膜表面模様で類型化することは困難である。
 10)チゴユリ属植物の花粉粒の外膜の層構造は互いに類似しており,tectum,columelIae,
 footiayerが一様に構成されている。
 ll)ユキザサ属植物の花粉粒は廻転楕円体で,単溝粒型と無口粒型である。開口部に紡錘形の
 外膜構成物質はない。
 12)ユキザサ属植物の花粉粒の表面模様から,有孔紋,微細な網目模様,muriに小孔をもつ
 もの,supratectalな疵状突起をもつもの,などの4型に類別出来る。
 13)ユキザサ属植物の花粉粒の外膜の層構造から・tectum,columellae,footlayerが
 一様に構成されている型,footlayerが薄く不連続である型,columellaeとfootlayer
 の区別が困難であり塊状構造的に配列している型・supratectalな疵状突起のある型の4型に類
 類別出来る。
 14)ユキザサ属をこれら花粉型・表面模様・層構造の特徴に基づいて6群に類別出来る。
 4.結論
 以上の花粉粒にみられる微細形質の結果を比較検討すると,
 1)チゴユリ属植物とユキザサ属植物の花粉粒の微細形質とそれらの形成過程にみられる構造
 の変化には多くの共通点が存在する。
 2)チゴユリ属とユキザサ属の両属で,両大陸に共通分布している一群と同時に,それぞれの
 地域にのみ生育する群の存在が明らかとなった。
 3)両属に共通にみられる花粉粒は単溝粒型,微細な網目模様,外膜の層構造はtectum,
 columellae・footlayerが一様に発達している型であり,両属を通じてこの型の花粉粒を
 もつ種は両大陸に共通分布している。
 4)両属を通じ,特異な花粉型をもつ群は・雲南・ヒマラヤ地方では0商ρo御形。θloo耀一
 枷溺Donの二孔粒型であり,3吻!oo物σ∫粥ooWall.の無口粒型である。
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 5)チゴユリ属植物の中で,北アメリカに分布する独自な種群は,開口部に紡錘形の外膜構成
 物質を分散する単溝粒型花粉粒をもつ。
 6)極東地方のユキザサ属植物の中には,雌雄異株の種群が分布し,花粉粒の外膜の表面模様
 がsupratectalな疵状突起をもつ微細な網目模様であるS吻!oo彪σ甥30召η舘3Franch.
 etSav.,3.扉6010プNakai,S.ho裾。伽sf30hwiの一群が存在していることが特異
 的である.
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 論文審査の結果の要旨
 高橋正道提出の論文は,アジアとアメリカ両大陸に隔離分布するユリ科植物のチゴユリ属とユ
 キザサ属に含まれる33種4変種1品種を花粉形態学的に研究し,属間および種間の類縁関係の考
 察を試みたものである。
 第1章の序文に続き,第2章はチゴユリ属植物の研究史,材料および方法を述べ,さらにチゴ
 ユリの小胞子形成から成熟花粉に至る花粉壁の形成過程が述べられている。この植物の花粉壁形
 成は外層,中層,内層の順であり,最終的に外層部に網目模様が発達することを明らかにした。
 また,この属の花粉は従来単溝粒型とされていたが,各地産標本の花粉を検定し,新たに二孔粒
 型のものが雲南,ヒマラヤ地方に存在することを記録した。これらの結果は極めて有意義なもの
 である。
 第3章はユキザサ属植物について,前章とほぼ同様な追求手段による結果を述べている。花粉
 壁の形成過程はユキザサとヒロハユキザサを比較し,前者はチゴユリとほぼ同様であるのに対し,
 後者は外層発達後その上部に構成物質の追加があることを明らかにした。これは新たな知見であ
 る。また無口粒型が雲南・ヒマラヤ産の植物に見られることを初めて報告した。
 第4章は考察で,以上の諸結果から主に植物分類地理学的な検討を行なっている。即ち,アジ
 アとアメリカ両大陸に分布する両属は極めて近縁であること。チゴユリ属は3群に,ユキザサ属
 は6群に分けられ,これらはアジアとアメリカに共存分布する群のほか,両大陸でそれぞれ独立
 分布する小鮮に分けられること。各小群は花粉形態学的に類縁性を示唆し得ること,などを示し
 た。第5章はまとめである。これらの諸結果は植物の分化や分布に対する理解を一歩前進させた
 ものであると評価することが出来る。
 本論文はチゴユリ属とユキザサ属の花粉学的研究から類縁関係の考察を試みたものである。そ
 の結果,両属は極めて近縁であり,分化と分布は平行関係にあることを明らかにした。その成果
 は植物分類学に大きな貢献をもたらしたものと認め,筆者が自立して研究するのに必要な高度の
 研究能力をもつことを示している。よって高橋正道提出の論文は理学博士の学位論文として合格
 と認める。
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